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平成28年度 こども未来部の重点課題 

こども未来部長  大西  眞  

＜全体方針＞ 

子ども･子育て支援新制度に伴い策定した『丸亀市こども未来計画』により、丸亀市の就学前教育･保育や地域の子ども･子育て支援を総合的に推進します。 

また、ＤＶおよび児童虐待防止のために、相談者一人ひとりに応じた効果的で迅速なきめ細やかな支援の提供をめざします。 

 

＜課ごとの指導方針＞ 

子育て支援課 

①利用者支援事業を充実するため、「まる育サポート」をスタート、推進するに当たり、関係各課や子育て支援団体、また関係機関等とも連携しながら、妊娠・

出産から子育て全般について不安を抱える保護者からの幅広い相談を受け付ける窓口を新設して、子育て支援やサポートの強化に努めます。 

②『丸亀市こども未来計画』に基づき、平成28年度に計画する事業の実施に努めます。 

 ③ＤＶおよび児童虐待の防止のため、関係団体の更なる連携と支援体制の強化を図るとともに、児童虐待については、関係各課と情報を共有するネットワークを

構築します。 

④子どもと子育て家庭を応援する施策を実施します。 

幼保運営課 

①本年度から、公立で初めて２施設が幼保連携型認定こども園へ移行したことから、幼稚園・保育所と認定こども園が連携して質の高い就学前教育･保育の実施

に努めます。 

また、『丸亀市こども未来計画』に基づき、平成28年度に計画する事業の実施に努めます。 

②平成29年度に計画する公立の２施設が幼保連携型認定こども園へ円滑に移行ができるように、該当園の保護者や地域へ充分に説明し理解を求めます。 

 ③安全・安心な教育･保育環境の整備と充実のため、幼稚園、保育所の耐震化と老朽化の対応を進めます。 
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平成28年度 各課の重点的取組 最終評価 

課名 

（連携が必要な部署） 
重点課題 

課題解決に向けた 

具体的方策 
成果目標 

評価 

（進捗結果) 

所見 

子育て支援課 

 

★「丸亀市こども未来計画」に

基づき、平成28年度の子育て支

援施策を推進する。 

●3歳未満児の待機児童対策とし

て、民間事業者により、本年4月か

らスタートした２か所の小規模保

育事業所の支援や指導を行う。 

●利用者支援事業を充実するた

め、「まる育サポート」として、

健康課とともに関係各課や子育て

支援団体等との連携を図り、保護

者からの様々な子育てに関する相

談を受け付ける窓口を新設し、子

育て支援やサポートを行う。 

○小規模保育事業所の

安定した運営が図れる

ように支援・指導する。 

 

○妊娠・出産から子育て

全般に不安を抱える保

護者に対し、支援やコー

ﾃﾞｨネートを行う相談窓

口を新設する。 

Ｂ  本年4月に開設した小規模保育事業所2か所に

ついては、定員にほぼ近い入所者があり、順調

に推移している。今後も必要な支援や指導を実

施していきたい。 

 子育て支援総合相談窓口「まる育サポート」

については、NPO法人に委託して10月27日に開設

することができた。 

今後は、関係機関と迅速に情報共有を図るた

めシステムを導入するなど、より一層の連携強

化に努める。 

 



3 

 

子育て支援課 ★ＤＶおよび児童虐待防止を

推進する。 

●関係機関で構成する要保護児童

対策地域協議会の体制強化を図

り、迅速な対応や継続的な支援の

実施：毎月１回開催 

●主任児童委員協議会において児

童虐待等の事例報告と子育て関連

勉強会の実施：毎月１回開催 

●広く市民への啓発・広報活動と

して街頭キャンペーンを実施：11

月（児童虐待防止月間） 

○県児童相談所をはじ

め関係機関との更なる

連携強化を図り、事件・

事故を未然に防止する。 

○関係各課と情報を共

有するネットワークを

構築する。 

Ｂ  昨年度に引き続き、相談員3名体制により、迅

速丁寧な相談や対応を実施している。県の西部

児童センターを始めとする関係機関との連携も

互いの信頼関係のもと、スムーズに行えている。 

 要保護児童対策地域協議会や主任児童委員協

議会における連携や情報の共有も適切に行えて

いる。 

 11月20日に児童虐待防止街頭キャンペーンを

実施した。 

 児童虐待防止の啓発用チラシ（189番：いちは

やく）を新たに3千部作成し、関係機関などに配

付した。  

子育て支援課 ★子どもと子育て家庭を応援

する施策として「子育て応援育

児用品貸出事業」を充実する。 

●社会福祉協議会へ育児用品貸出

事業を委託して、円滑な事業運営

を支援する。 

○子育ての期間に必要

な育児用品を貸出すこ

とにより、子育て家庭の

経済的負担を軽減する。 

 

 

Ｂ  本年4月より育児用品貸出事業を実施してお

り、品目によっては在庫がほとんどない状況と

なるなど、好評である。 

 今後もリユース品の提供呼びかけや社会福祉

協議会の計画的な用品購入により在庫の確保を

努めるとともに、要綱を一部改正して、利便性

の向上を図っていきたい。 

幼保運営課 ★「丸亀市こども未来計画」に

基づき、平成28年度の子育て支

●公立で初めての幼保連携型認定

こども園として飯野・あやうたこ

○幼保連携型認定こど

も園を2か所開設し、質

Ｂ ・H28年4月に幼保連携型認定こども園として飯

野こども園・あやうたこども園を開設した。 
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援施策を推進する。 ども園を開設し、就学前教育・保

育及び地域の子育て支援を実施す

る。 

 

●認可外保育所彩芽保育園の認可

化による保育定員の拡大及び特別

保育の充実を図る。 

 

●第3子以降の保育料の減免拡充

（3歳以上児も対象とし、対象施設

に幼稚園や地域型保育等も加え

る）や生活保護世帯の1号認定児の

副食代の免除など、実費徴収に係

る補助給付を行う。 

●富熊保育所で一時預り事業を実

施する。 

の高い就学前教育･保育

を実施する。 

 

 

○民間認可保育所が1園

増えることにより、乳児

保育や延長保育を充実

する。 

○多子世帯や低所得世

帯の負担を軽減し、子育

て家庭を支援する。 

 

 

 

○綾歌中学校区で、一時

預り事業を開設し、子育

て家庭を支援する。 

 

 

・飯野こども園・あやうたこども園は、公立で

初めてのこども園となったことから、これまで

の課題を踏まえ、引き続き質の高い就学前教育･

保育の実施を目指していく。 

・H28年4月より彩芽保育園が定員40名の認可保

育園に移行し、0歳児の受け入れや延長保育を実

施している。 

・H28年4月分より、第3子以降の保育料の減免拡

充を実施している。また国の制度改正に基づき、

ひとり親世帯等の保育料の軽減拡充も実施して

いる。実費徴収に係る補助給付も開始した。 

・H28年4月より富熊保育所で新たに一時預かり

事業を開始した。 

 

幼保運営課 ★「丸亀市こども未来計画」に

基づき、平成29年度に飯山幼稚

●飯野・あやうたこども園の運営

状況等を検証しながら、新たに2

○「丸亀市こども未来計

画」に基づき、該当2園

Ｂ ・飯野・あやうたの両こども園をはじめ、飯山

幼・垂水保やその他の幼保職員による認定こど



5 

 

園及び垂水保育所を認定こど

も園に移行するための準備を

行う。 

園の移行に向けた調整を行う。 

●関係保護者等への説明を行い、

理解を求めて円滑な移行に努め

る。 

 

について平成29年度か

ら認定こども園化し、市

民ニーズを充足する。 

も園検討委員会を中心に、こども園での望まし

い子どもの生活のあり方や、保護者連携、職員

の資質向上のための研修、書類等の事務軽減な

どの課題に取り組んでいる。 

・9月議会において認定こども園条例の改正が可

決され正式に認定こども園への移行が決定し

た。 

・飯山幼(4月)、垂水保(5月)の保護者説明や、

地元コミュニティ会長への説明(6～7月)を行

い、了承いただいた。コミュニティ誌への掲載

や折り込み等で、地域への周知にもご協力いた

だいた。 

 

幼保運営課 ★幼稚園・保育所・認定こども

園の職員の交流を図る。 

●『幼･保・こ』職員の合同研修、

『幼･保・こ』における相互交流研

修、『幼･保･こ』の公開保育等の

相互理解研修などを行う。 

 

○幼稚園・保育所・認定

こども園における就学

前教育・保育の充実に努

める。 

Ｂ ・「幼・保・こ」の合同研修会を10/15に実施し

た。その他、学校訪問や公開保育、講演会、教

育研究所など様々な機会に、「幼・保・こ」の

職員が参加し、相互理解を深めている。また、

幼・保がお互いの職場を体験する相互交流研修

を夏休みや秋以降の平日に実施し、職場の相互

理解に努めている。 
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幼保運営課 ★幼稚園・保育所の耐震化を進

めるとともに、老朽化した施設

の対応を進める。 

●耐震化が必要な西幼稚園の耐震

補強工事、中央保育所の耐震補強

工事、垂水保育所の改築工事を行

う。 

また、老朽化した城辰保育所の改

築に向けた用地購入・設計等を行

う。 

 

○28年度末までに幼保

施設の耐震化率を100％

とし、安心・安全な環境

を整備する。 

また、施設の老朽化に対

応し、就学前教育・保育

の環境を整える。 

Ｂ ・垂水保育所は、改築工事を8月に終え、8月末

より新園舎にて保育を開始した。11月末に旧園

舎を解体した後は、園庭等の整備を行った。 

・西幼稚園は耐震補強工事を10月末に終え、

11/12に引越しを完了した。 

・中央保育所は耐震補強を12月に終え、H29.1/14

に引越しを完了した。 

・城辰保育所は用地購入を終え、H29年3月から

造成工事着手するなど、平成31年度末までの新

園舎の完成を目指す。 


